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はじめに

　それまでの人生を揺るがすような，強いスト
レス症状を引き起こす，辛く悲しい出来事に遭
遇することにより，悩みもがいた後に人間とし
て 成 長 す る 現 象 を「 心 的 外 傷 後 成 長

（Posttraumatic Growth: 以下 PTG とする）」とい
う（Tedeschi & Calhorn,　1996）。2000 年以降，
この困難を通じた上でのポジティブな変化であ
る PTG に関する研究は世界中で多く行われてき
た（概説として Calhorn & Tedeschi, 2006）。
　一方，PTG とは対照的に，人生を揺るがすよ
うな危機の後にネガティブな感情の変化が生じ
る心的外傷後低下（Posttraumatic Depreciation:
以下 PTD とする）という概念も提唱されている

（ Baker, Kelly, Calhoun, Cann & Tedeschi, 
2008）。これまでのPTDに関する研究では， PTG

と PTD を同時に経験している人が一定数いるこ
とが示唆されている（eg, Aldwin, Levenson & 
Averon, 1994, Frazier, Conlon & Glaser, 2001, 
Cann, Calhoun & Tedeschi, 2010）。この二つの

概念は言葉上，正反対のものであるが，多くの
先行研究においてこれらは相関関係になく，互
いに独立していることが示されている（例えば，
Taku et al, 2021）。さらに，2018 年に改訂され
た PTG 理論モデル第 5 版では，結果としての
PTG と並んで，新たに「ストレス」も相互に関
係しあうものとして配置されている。これはつ
まり，PTG の実感があってもストレスとなるネ
ガティブな感情は残っている現実があるという
ことである（Tedeschi, Shakespeare－Finch, Taku 
& Calhon, 2018）。
　PTG 研究の対象となる，これまで生きてきた
人生感を揺るがすようなトラウマティックで非
常に危機的な出来事には，大切な人との死別，
地震などの自然災害被災，ガンや HIV などの疾
患罹患などが多いが，障害に関するものや，発
達障害児の親を対象にしたものもいくつかなさ
れている。例えば，発達障害児の親の PTG 尺度
の得点は，他の例えばガンや交通事故のサバイ
バーの PTG 得点よりも高いとの報告や（Young, 
Finch & Obst, 2020），我が国における発達障害
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児の親の成長と PTG の関連に関する研究などで
ある（永原・佐田久，2021）。永原ら（2021）の
研究によると，PTG に至った発達障害児の親の
中には，その子育ての経験を通して，自身の人
生においてポジティブな意味づけを感じられて
いない者もいたとされている。つまり，発達障
害児・者を授かり育てていく過程において PTG

とネガティブな変化（PTD）が共存している状
態があることが考えられる。よって本稿では，
まず，PTG と PTD の共存に関する先行研究を概
観し，発達障害児・者の親の PTG と PTD の共
存のあり方について考察する。さらに，その共
存を超えるポイントが存在するのかを考察する。

PTG と PTD の共存

　PTG は「危機的な出来事や困難な経験の後の
精神的なもがきや奮闘の結果生じるポジティブ
な心理的変容」と定義されている。この PTG を
量 的 に 測 定 す る 尺 度，Posttraumatic Growth 
Inventory（以下 PTGI とする）を用いた研究は
世界中で行われ，各国ごとのバージョンも作成
されている（eg, Taku, Calhoun, Tedeschi, Gil－
Rivas, Kilmer & Cann, 2007）。PTGIは「他者と
の関係」「新たな可能性」「人間としての強さ」

「精神的な変容」「人生に対する感謝」の 5 因子
からなる。この PTGI は，ポジティブな変化の
みを測定しているが，実は PTG と同時にネガテ
ィブな変化も経験しているとの報告がいくつか
なされている。例えば，アメリカの退役軍人を
対象とした戦闘経験とそのストレスの長期的影
響に関する研究では，ネガティブな結果（不幸・
不快感がある，人生を狂わされたなど）を報告
しつつも，ポジティブな結果（自己肯定感の高
まり，人生の方向性と目的が明確になるなど）
ももたらされていたというものや（Aldwin, et 
al, 1994），また，性的暴行被害者に関する調査
では，ポジティブな変化とネガティブな考えが
共存していることが報告されているものがある

（Frazier, et al, 2001）。つまり，人生を揺るがす
ような危機を体験することによる変化には，ポ
ジティブなものとネガティブなものが共存して
い る 可 能 性 が あ る と い う こ と で あ る。

（Dohrenwend, Neria, Turner, Turse, Marshall, 
Lewis－Fernandes & Koenen, 2004）。

心的外傷後低下（PTD）

　先に挙げた多くの研究結果をふまえ，PTG と
ネガティブな変化を同時に測定するため，PTGI 
21 項目をそのまま意味が正反対になるように作
成された尺度（42 項目）が，心的外傷後低下尺
度（以下 PTDI とする）である（Baker, et al, 
2008）。Baker らによる，この尺度を使った研究
では，およそ 27％の人が PTG と PTD の両方を
経験しているとされている。また，PTG と PTD

の間には相関はみられなかったことから，両者
は互いに独立したものであることが示唆されて
いる。また，2021 年には，PTGI の 21 項目に

「精神的・実存的変容」4 項目を追加した合計 25
項目からなる拡張版心的外傷後成長尺度が作成
された（以下 PTGI－X とする）（Tedeschi, Cann, 
Taku, Senol－Durak & Calhoun, 2017）。さらに，
その項目の意味をそのまま正反対とした PTDI 
25 項目を付け加えた，合計 50 項目からなる心
的外傷後成長・低下尺度（以下 PTGDI－X－50）
も作成され，PTGDI－X－50 を使用した 10 か国比
較研究もなされている（Taku, et al, 2021）。こ
の研究ではアメリカ合衆国のみ正の相関がみら
れ，それ以外の 9 か国で，PTG と PTD は相関無
しという結果となった。また，イタリア，ネパ
ール，アメリカ，ドイツ，ポーランドの 6 か国
では，ある程度までは，PTG と PTD は正の相関
であるが，ある一定の地点で負の相関となると
いう，PTG と PTD の共存における転換点の存在
があるかのような興味深い結果となっている。
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発達障害児・者の親の PTG と 
ネガティブな変化の共存

　発達障害児・者の PTG 研究は，国内外におい
ていくつかなされてきている（eg, Laufer & 
Isman, 2022, 山根 , 2014）。そのほとんどがポジ
ティブな変化のみに焦点を当てたものとなって
いるものの，ポジティブな変化のみを問う回答
方法が社会的望ましい回答をする傾向になるの
ではないかという指摘や（山根，2014），質的研
究ではポジティブな変化と同時にわずかではあ
るがネガティブな変化も報告されている（永原
ら，2021）。
　発達障害児の親が受ける代表的なネガティブ
な経験として，スティグマが挙げられる（Werner 
& Shulman，2013）。スティグマとは，アメリカ
の社会学者ゴフマンにより「人の信頼をひどく
失わせるような属性」「ある個人を，全体や普通
な個人からの汚名や軽蔑の対象に陥れるもの」
と定義され，属性の対象は，疾病・障害・職業・
人種・宗教など多岐にわたる（Goffman, 1963）。
発達障害者の家族の主観的幸福感は，スティグ
マにより低減するという研究や，スティグマと
PTG は 負 の 相 関 を も つ（Kamen, Vorasarun, 
Canning, Kienitz, Weiss, Flores, Etter, Lee & 
Gore－Felton, 2016）という研究が報告されてい
る。
　このスティグマと PTG を，発達障害児・者の
親に同時に測定した研究によると，PTG とステ
ィグマには相関は見られなかったが，調査協力
者 166 名を PTGI とスティグマ尺度によって分
類したところ，1）PTG が高く，スティグマが
低い群，2）PTG，スティグマ共に高い群，3）
PTG が低く，スティグマが高い群の 3 群に分類
される結果となった（小坂，未発表）（Table 1）。
この第 2 群は，発達障害児・者の親の親になる
という人生観を揺るがすようなトラウマティッ
クな出来事により，ポジティブな変化である
PTG と，スティグマを経験するというネガティ
ブな変化である PTD を同時に経験している状態

であるといえる。先行研究の 27％を超える，調
査協力者のおおよそ 35％に PTG と PTD が共存
しているという結果となっている。

PTG とネガティブな 
変化の共存とその転換点

　PTGDI を使用した先行研究では，PTGI 得点
（105 点満点）が，0－75 点までは PTG と PTD は
正の相関を成し，75 点を越えたところで負の相
関になるという直線的ではない変化の様相を示
し た 結 果 と な っ て い る（Michelsen, Therup－
Svedenlof, Backheden & Schulman, 2017）。 ま
た，Taku et al（2021）においても同様の結果が
得られている。これは，人生を揺るがすような
トラウマティックな出来事からもがきを経験し
成長するには，ある一定期間はそれに相応する
ネガティブな変化・コストも伴うものと推測さ
れる。
　しかし，あるポイントを越えたところで，PTG

と PTD の分岐点が存在していると考えられる。
この分岐点こそ，何かが変わったと判断する境
目である「転換点（Tipping Point）」でないかと
宅は述べている（宅，2021）。つまり，ある程度
までは PTG も PTD も両方経験するが，この転
換点辺り以降，PTG の自覚がある一定以上強く
なると PTD は抑制されるというのである。一
体，人はトラウマティックな出来事からどのぐ
らいの時間が経過して，どんなことがきっかけ
となって変化し，またその変化を自覚しこの転
換点にたどり着くのか，それともたどり着かな
いままの人もいるのか。

Table 1　発達障害児・者の親の分類結果

PTG Stigma 人数
Group 1 high low 68
Group 2 high high 58
Group 3 low low 40
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自分が変わる転換点に 
作用する要因（変数）とは

　2018 年に発表されている第 5 版 PTG の理論
モデルを援用し，PTG と PTD の共存，及び転換
点について考えてみたいと思う（Tedeschi et al, 
2018 ）。（Figure 1）1）人生を揺さぶるような
トラウマティックな出来事が起き，2）情緒的苦
痛が引き起こされる，3）コントロールの難しい
侵入的な反芻から，4）自己分析・自己開示を経
て，5）意図的反芻が行われ，壊れてしまったも
のに新しい意味付けがなされ再構築される。そ
こには 6）ソーシャルサポートやロールモデル
などの社会文化的影響を受けている。最終的に
7）結果としての PTG にたどり着く。この第 5
版 PTG の理論モデルでは，7）の前に「変わっ
た後の世界・現実の受容」が加えられている。

「変わった後の世界・現実の受容」とは正に個人
レベルのパラダイム・シフトであり，ここにこ
そ，自分はどう変わったかと自覚する転換点が
あるのではないかと考える。
　この転換点でより安定した自己を形成し認識

するかによって，結果としての PTG も自覚され
やすくなるように考える。では，どのように安
定性をもたらす変化は生じ，それに気づくこと
ができるのか。PTG の実感をもたらすきっかけ
を調査した研究では，66－68％の人が他者との関
係 性 に つ い て 挙 げ て い る こ と か ら（Fraus, 
Dominick, Walenski & Taku, 2021），PTGI の因
子の一つである「他者との関係」が「転換点」
に関連しているのではないかという仮説を以下
のように立てたい。自身を客観的に把握するに
は他者からの意見や評価は必要不可欠である。
発達障害児の親となり，その育児に苦労してき
たことを労ってもらったり，頑張りを評価して
もらえることは自信につながるであろう。PTG

理論モデルにおいても，5）意図的反芻には社会
文化的影響が関連してるとされている。この社
会文化的影響の具体的なものには，ソーシャル
サポートやロールモデルなどの人との関わりが
挙げられており，他者との適切な関わりや，肯
定的に評価されることは自信や自尊心につなが
っていく。他者から肯定的に評価してもらえる

Figure 1　PTG 理論モデル第 5 版（Tedeschi, et al, 2018）を基に作成

１）人生を揺るがすようなトラウマティックな出来事

２）情緒的苦痛

３）侵入的反芻

情緒的苦痛のコントロール

５）意図的反芻

意味づけ

４）自己分析・自己開示

６）社会文化的影響

ソーシャルサポート

ロールモデル

変わった後の世界・

現実の受容

ストレス

周期的で継続中

結果としての

PTG

転換点

自身の変化の認識
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ことは自信の成長を実感させるに違いない。
　成長を実感するきっかけは，他者との関わり
における特定の出来事かも知れないし，長期間
にわたる一連の出来事かも知れない。成長を実
感するためにはより多くの他者からの説得力の
ある肯定的なフィードバックが必要と考える。
では，どうしたら他者からの評価・フィードバ
ックを素直に受け止め，自信つなげていくこと
ができるのか，ここには自尊感情と類似する概
念である自己愛が関連しているのではないかと
考えられる。

自己愛傾向と PTG と 
ネガティブな変化の共存の関連

　自己愛と自尊感情は類似する概念であり，自
分自身に対する肯定的感情のことである。また，
自己愛傾向とは「自分自身への関心の集中と，
自信や優越感などの自分自身に対する肯定的感
覚，その感覚を維持したいという欲求によって
特徴づけられる性格特性」のことである（小塩，
1998）。小塩（1999）によって作成された自己愛
人格目録短縮版は，「優越感・有能感」「注目・
賞賛欲求」「自己主張性」の 3 因子から成る。こ
のうちの「注目・賞賛欲求」の高い人は，常に
他者からの賞賛によって自己を定義づけようと
するため，自身の評価に一貫性がなく不安定で
あり，それにより日常の自尊感情もかなり変動

するという。さらに，自己愛傾向が全体的に高
いもののうち，「注目・賞賛欲求」が優位な人
は，対人恐怖的で，他者や社会との関係性を意
識し過ぎて対人行動面や情緒面において不適応
を起こし，且つ理想とする自己と現実自己との
不一致が大きいとの研究結果もある（小塩，
2002，小塩ら，2005）。
　これらの先行研究結果から，PTG と PTD が共
存している状態にある人は，この「注目・承認
欲求」が高い傾向にあるのではないかと推測す
る。自身が理想としてきた自己と現実の自己と
のギャップの大きさを受け入れることが出来ず，
それゆえに，他の人に頼ることがなかなか出来
なかったり，他の人からの自身に対する肯定的
なフィードバックを素直に受け取ることが出来
ずに，PTG と PTD が共存している不安定な状態
なのではないかと考えられる。この状態から一
歩抜きん出て，転換点を越えた地点で PTG が優
位になれば PTD は抑制され，小坂（未発表）の
研究結果でいうところの第 1 群（PTG が高くス
ティグマが低い）になり，自己愛傾向が強すぎ
た場合は PTG には至らず PTD が優位になるの
ではないかと推察する。この転換点，変化のポ
イントには，他者との関わりから自分に自信を
持ち，他者からの評価に敏感過ぎないようにな
ることが大切なのではないかと考える。（Figure 
2）

Figure2　PTG と PTD の関連と転換点のイメージモデル図
Michelsen, Therup－Svenlof, Backheden & Schulman（2017, Figure 1 を基に作成）
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　人のこころの変化は一般化できるような直線
的なものでなく，変化の様相もきっかけも人そ
れぞれで曲線的なものである。このいわゆる変
化の「転換点」を明らかにすることは難しいか
もしれないが，引き続き，量的および質的研究
両側面から，変化の様相に迫ることにより，一
人でも多くの発達障害児・者の親の豊かな人生
に繋がることを期待したい。
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